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 一般質問 

 

山根議員 

 

（１）安心して暮らせる福祉の充実について 

１１月４日に臨時議会が開かれ市長より７つの政策を基本に所信表明が行われた。 
所信表明で示された「安心して暮らせる福祉の充実」について具体策としてどのよう

なことを考えているか以下質問する。 

① 高齢者が安心して暮らせるよう、一人暮らしの高齢者の見守りを始め、医療･介

護、外出支援などさまざまな取り組みが必要と考えるが、どのような施策を考え

ているか。 

② 保育園や学童クラブの待機児の解消など子育て支援の具体的な取り組みは。 

③ 医療の充実について、健康増進、各種健康診査･検診の充実、阿伎留医療センタ

ーの充実など安心して医療にかかれるための施策について。 

（２）暮らしを守る施策の充実について 

世界的な経済不況が続く中で、貧困と格差が広がっている。当市においても、大幅な

市税収入の減少にも見られるように、給与収入は毎年減少し市民の暮らしは大変な状況

にある。また、若者を中心に派遣社員やパートなど不安定雇用が増えるなか、市民から、

雇用の確保、サラ金問題などさまざまな深刻な相談が寄せられている。こうした問題を

解決するための支援体制や、相談窓口の充実など自治体として市民の暮らしを守る施策

の充実について市の考えを問う。 

（３）永田橋周辺の安全対策について 

あきる野市の東の玄関口である永田橋周辺の安全対策については、以前より周辺住

民をはじめ、多くの市民から改善要望が寄せられている。この問題については、これ

までも再三議会でもとり上げ要請してきたところである。具体的には、永田橋から西

へ氷沢橋に通じる道路の一部分の歩道が狭く、歩行者、特に学童が登下校の際に非常

に危険な状況にある。早急に歩道を拡幅するなどの安全対策をとることが求められて

いる。 
昨年、東京都が行った住民説明会では、歩道拡幅の完成には１０年はかかるとの説

明があった。こうしたことからも、とりわけ危険な箇所となっている、永田橋近辺の

砂利砕石業者付近の歩道の安全対策を進めるため、関係機関に働きかけを行うなど早

急に対策を考える必要があると思うがどうか。 

 


